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市
民
憲
章
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ

市
政
功
労
者
の
方
々
な
ど
を
表
彰

　
市
民
憲
章
推
進
大
会
が
11
月
３

日
、西
根
地
区
体
育
館
で
開
か
れ
、

市
勢
功
労
者
ら
の
表
彰
と
、「『
市

民
憲
章
運
動
』の
意
義
」と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
個
人
・
団
体
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
市
勢
功
労
者
表
彰

▼
特
別
表
彰　
小
林
陵
侑（
柏
台
）

▼
善
行
表
彰　

伊
藤
良
二（
平

舘
）、
田
村
武
智（
大
更
）、
田
山

小
・
中
学
校
ス
キ
ー
後
援
会（
下

モ
川
原
）

▼
功
労
、
善
行
感
謝
状　
伊
勢
加

代
子（
大
更
）

■
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
長
表
彰

瀬
川
清
悦
、佐
藤
進
、松
尾
光
彦
、

ひ
ま
わ
り
会（
大
更
）、
川
村
サ
ト

（
野
駄
）、
山
本
清（
佐
比
内
）、
佐

藤
佳
哉（
岩
木
向
）

　
ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
第

15
回
少
年
少
女
の
詩「
江
間
章
子

賞
」授
与
式
が
行
わ
れ
、
江
間
章

子
賞
受
賞
者
の
４
人
が
、
自
身
の

作
品
を
朗
読
発
表
し
ま
し
た（
応

募
総
数
は
５
６
４
編
）。

■
江
間
章
子
賞

吉
田
星あかり（
松
野
小
１
年
）、
勝
又
愛

莉（
柏
台
小
３
年
）、
角
舘
い
つ
き

（
同
６
年
）、
尾
形
佳
奈
美（
一
関

市
・
一
関
一
高
付
属
中
３
年
）

　
11
月
３
日
付
け
で
24
年
度
秋
の
叙
勲
、
第
19
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
、
秋
の
叙
勲
を
２
人
が
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
１
人
が
、
受
章
し
ま
し
た
。

24 年度秋の叙勲
瑞宝双光章

24 年度秋の叙勲
瑞宝単光章

第19回危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

畠
はたけやま

山 義
よし

雄
お

 さん竹
たけ

田
だ

 一
かず

正
まさ

 さん野
の

村
むら

 友
とも

明
あき

 さん
消防功労　70 歳　安代消防功労　85 歳　大更防衛功労　61 歳　大更

　畠山さんは、昭和42年、
旧安代町消防団に入団。同
町消防団長をはじめ、県消
防協会の理事も務めるなど、
消防活動に幅広く貢献しま
した。畠山さんは、「受章を
周りの人が喜んでくれてい
ることがうれしい」と感謝の
気持ちを語りました。

　竹田さんは、昭和21年に
旧大更村消防団に入団。西
根町への町制施行なども経
験し、昭和55年から退団ま
で旧西根町消防団副団長を
務めました。竹田さんは、「私
個人ではなく、指導いただ
いた方々のおかげです」と当
時を振り返りました。

　野村さんは、昭和45年に
陸上自衛隊入隊。岩手駐屯
地に勤務されたほか、富士
学校（静岡県）で教官を務め、
後進の育成にも尽力されま
した。野村さんは、「教官時
代に全国の仲間たちと出会
えたことが楽しかった」と思
い出を語りました。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の

叙
勲

市外に在住している受章者
　現在は花巻市に在住してい𠮷池貞藏
さん（81 歳）が瑞宝双光章を受章しま
した。𠮷池さんは、県園芸試験場長を

経て、平成 4年から旧安代町の花きセ
ンター初代所長を務められました。現
在のリンドウ生産の基盤作りに貢献し
ていただきました。

▼
市
長
賞　

外
川
心み
は
な花（
盛
岡

市
・
好
摩
小
２
年
）、
美
濃
あ
ゆ

（
柏
台
小
３
年
）、髙
橋
詩し

瑛え

流る（
同

６
年
）、
佐
々
木
唯
奈（
一
関
一
高

付
属
中
２
年
）

▼
市
教
育
長
賞　
高
橋
宏
太（
松

野
小
２
年
）、
石
川
大
地（
大
船
渡

市
・
越
喜
来
小
３
年
）、
関
柚ゆ
づ
き月

（
田
山
小
５
年
）、
千
田
夏
海（
一

関
一
高
付
属
中
２
年
）

前列左から吉田さん、
勝又さん、角舘さん、
尾形さん

　
衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
衆
議
院
総
選
挙
の
投
・
開
票
が
12
月
16
日

㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
行

わ
れ
ま
す
。
棄
権
し
な
い
で
、
清
き
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。
投
票

日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
で
投
票
が
で
き
る
人

　
平
成
４
年
12
月
７
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
24
年
９
月
３

日
以
前
か
ら
八
幡
平
市
に
住
民
登

録
し
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
住

ん
で
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

24
年
９
月
４
日
以
降
に
転
入
届
を
出

し
た
人
は
、
転
入
以
前
の
市
区
町
村

で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　
投
票
所
入
場
券
を
各
世
帯
へ
郵

送
し
て
い
ま
す
。
入
場
券
は
本
人

以
外
は
使
え
な
い
の
で
、
投
票
に

出
掛
け
る
際
は
、
自
分
の
入
場
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
投
票
日
時

▼
投
票
日
時　
12
月
16
日
㈰
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

▼
投
票
場
所　
市
内
44
カ
所
の
各

投
票
所（
入
場
券
に
記
載
）

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

場
券
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

期
日
前
投
票
の
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

公
示
日
が
異
な
る
た
め
、
期
日
前

投
票
の
期
間
も
異
な
り
ま
す
。
12

月
８
日
㈯
ま
で
は
、
西
根
地
区
市

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

投
票
日
は

 

12
月
16
日
㈰

投
票
時
間
は

　
　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

善行表彰を受賞する伊藤さん

8 月 26 日に行われた農業委員会委員選挙での
投票の様子（新田地区コミュニティーセンター）

民
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
投
票
の
み
行
う
こ
と
が

で
き
、
12
月
９
日
㈰
以
降
は
、
市

内
３
カ
所
に
設
置
す
る
ど
の
会
場

で
も
両
方
の
期
日
前
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
12
月
５
日
㈬
か
ら
12
月
８
日
㈯

ま
で

▼
対
象　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

み▼
時
間　
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

８
時
ま
で

▼
会
場　

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー

◎
12
月
９
日
㈰
か
ら
12
月
15
日
㈯

ま
で

▼
対
象　
衆
議
院
議
員
総
選
挙・

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

▼
時
間　
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

８
時
ま
で

▼
会
場　

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
松
尾
総
合
支
所
、
安
代
総

合
支
所

■
不
在
者
投
票

　
病
院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
に

入
院　
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
確
認
し
、
早
め

に
施
設
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
７
６・２
１
１
１
、

内
線
１
２
２
６
）
ま
で
。

・
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市
民
の
交
通
安
全
の
た
め
に
尽
力

髙
橋
・
田
村
両
氏
が
功
労
者
表
彰

国
民
文
化
祭
「
川
柳
の
祭
典
」
で

寺
田
小
・
田
村
君
の
作
品
が
入
賞

大
更
小
・
伊
藤
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー

市
制
施
行
し
て
か
ら
初
の
優
秀
賞

５
１
０
３
人
、
２
万
１
１
７
９
句

の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
22
日
に
は
、
遠
藤
健
悦
教
育
長

に
受
賞
を
報
告
し
、「
こ
れ
か
ら

も
川
柳
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
全
校
生
徒
で
川
柳

に
取
り
組
み
、
大
会
な
ど
に
作
品

を
応
募
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
も
全
国
大
会
で
入
選
す
る
な
ど

の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
18
日
に
徳
島
県
で
開
催
さ

れ
た
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま

２
０
１
２「
川
柳
の
祭
典
」ジ
ュ
ニ

ア
部
門
で
、
寺
田
小
の
田
村
和
也

君（
５
年
）が
、
徳
島
市
教
育
委
員

会
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

部
門
ご
と
に
テ
ー
マ
が
準
備

さ
れ
て
い
て
、
田
村
君
は「
流
れ

る
」
を
テ
ー
マ
に
作
っ
た「
流
さ

れ
ず
進
ん
で
い
こ
う
ぼ
く
の
道
」

を
投
句
。
全
国
の
小
・
中
学
生

ぶ
り
の
入
賞
で
、
町
村
合
併
後
は

初
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
表
彰
式
は
11
月
９
日
に
盛
岡
中

央
消
防
署
で
行
わ
れ
、
伊
藤
さ
ん

は
終
了
後
、
お
母
さ
ん
の
志
保
さ

ん
と
来
庁
。
ポ
ス
タ
ー
を
持
参
し

て
田
村
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
し

ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、「
火
の

迫
力
を
う
ま
く
書
く
こ
と
に
注
意

し
ま
し
た
」
と
作
品
の
こ
だ
わ
り

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
の

優
秀
賞
の
ひ
と
つ
で
あ
る
盛
岡
地

区
危
険
物
安
全
協
会
会
長
賞
に
、

大
更
小
の
伊
藤
愛
香
さ
ん（
４
年
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
で
募

集
し
た
結
果
、
計
６
８
２
点
の
応

募
が
あ
り
、
優
秀
賞
３
点
と
佳
作

50
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。市
で
は
、

平
成
14
年
に
旧
安
代
町
の
児
童
が

優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
以
来
、
10
年

て
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
日
頃
か
ら
交
通

安
全
指
導
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
人
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。
県
内
の
交
通

指
導
隊
員
で
は
、
髙
橋
隊
長
を
含

め
２
人
が
受
賞
。
八
幡
平
市
で
は

初
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
髙
橋
隊
長
は
、
昭
和
52
年
に
旧

西
根
町
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
任

命
さ
れ
て
か
ら
35
年
間
、
地
域
の

交
通
安
全
活
動
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。「
こ
の
受
賞
も
家
族
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
」と
髙
橋
隊
長

は
語
り
、
今
後
も
市
民
の
交
通
安

全
の
た
め
の
尽
力
を
約
束
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
市
交
通
安
全
協
会
の
田
村
孝
会

長（
67
）＝
松
久
保
＝
が
、
平
成
24

年
度
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
、

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
11
月
９
日
、
盛
岡

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た

「
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
運

動
県
民
大
会
」
で
行
わ
れ
、
田
村

会
長
を
含
め
６
人
が
県
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
市
交
通
指
導
隊
の
髙
橋
忠
一
隊

長（
65
）=

中
村=

が
、
第
14
回「
県

民
の
交
通
安
全
功
労
者
」と
し
て
、

11
月
14
日
に
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
高
く
評
価

田
山
中
が
厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

長
年
の
婦
人
会
活
動
が
実
を
結
び

川
村
さ
ん
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

松
浦
さ
ん
全
国
大
会
で
歌
声
披
露

郷
土
民
謡
民
舞
で
参
議
院
議
長
杯

　

田
山
中
学
校
が
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
を
認
め
ら
れ
、
24
年
度
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、生
徒
を
代
表
し
て
、

同
校
３
年
の
工
藤
考
太
郎
君
と
藤

本
達
瑠
君
が
市
役
所
を
訪
れ
、
田

村
正
彦
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
毎
月
第
３
週
に「
ふ

れ
あ
い
弁
当
」
と
題
し
て
、
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
手
伝
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
の
介
護
施
設
で

は
、
車
い
す
の
清
掃
を
行
い
、
伝

統
芸
能
で
あ
る「
先
祓
い
」を
披
露

す
る
な
ど
、
全
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
雄
心
校
長
は
、「
活
動
を

自
然
に
行
え
る
生
徒
た
ち
に
驚
い

た
。
安
代
中
と
の
統
合
後
も
、
続

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

内
か
ら
は
、
川
村
さ
ん
を
含
む
２

人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
川
村
さ
ん
は
、
旧
松
尾
村
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
会
長
や
県
地
域

婦
人
団
体
協
議
会
で
常
任
理
事
を

務
め
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た

社
会
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

川
村
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
婦

人
会
活
動
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
女
性
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
り
ま
し
た
。

　
24
年
度
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

式
が
11
月
13
日
、
文
部
科
学
省
講

堂（
東
京
・
千
代
田
区
）で
開
か

れ
、
川
村
サ
ト
さ
ん（
81
）＝
野
駄

＝
が
、
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
地
域
で
の
社
会

教
育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
長

年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
振
興
や

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
に
励

ん
だ
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
県

　
第
52
回
郷
土
民
謡
民
舞
芸
能
全

国
大
会
が
10
月
19
日
か
ら
21
日
ま

で
の
３
日
間
、
日
本
武
道
館（
東

京
・
千
代
田
区
）で
開
か
れ
、
銀

寿
編
２
部
で
、
松
浦
國
男
さ
ん

（
71
）＝
上
関
＝
が
、
１
位
と
な
る

参
議
院
議
長
杯
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
松
浦
さ
ん
は
４
月
22
日
に
盛
岡

八
幡
宮
で
開
か
れ
た
県
の
予
選
会

を
１
位
で
通
過
。
総
勢
33
人
が
出

場
し
た
全
国
大
会
の
銀
寿
編
２
部

で「
な
か
お
く
に
」
を
披
露
し
、

見
事
に
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
別
部
門
で
全
国
大

会
に
出
場
経
験
の
あ
る
松
浦
さ
ん

で
す
が
、
１
位
と
な
っ
た
の
は
、

今
大
会
が
初
め
て
。松
浦
さ
ん
は
、

「
独
学
で
や
っ
て
き
た
が
、
機
会

が
あ
り
、
平
成
19
年
か
ら
民
謡
を

本
格
的
に
学
ん
だ
。
こ
う
い
っ
た

賞
を
受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
」と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

１
位
に
輝
い
た
松
浦
さ
ん（
中
央
） 田村市長（左）に受賞の報告をす

る川村さん

宮
野
朋
士
さ
ん
を
市
教
育
委
員
に
再
任

　
11
月
14
日
で
任
期
が
満
了
し
た

市
教
育
委
員
の
宮
野
朋
士
さ
ん

（
54
）＝
駅
前
＝
が
、
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
し
い
任
期
は
、
11
月
15
日
か

ら
26
年
11
月
14
日
ま
で
で
す
。

宮野朋士さん

記念の賞状を手にする田村君（中央）

これからも交通安全活動に従事するこ
とを誓った髙橋隊長（右）

優秀賞のポスターを披露する伊藤
愛香さんと母親の志保さん

さらなる交通安全普及のために
活躍が期待される田村会長 受賞の報告に来庁した藤本君（右から

2 人目）と工藤君（右から 3 人目）
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